
 
 

MRI 検査問診票記載のポイント【院外依頼用】  

検査時は電波をあてるため発熱します．発熱量のコントロールに身長と体重が 
必要になります．なお、体温が 39.5°以上では検査できません。 

③金属に限らず，検査時に取り外せな
いものがあればすべて記載してください
（シリコン，ドレナージチューブ等）。 
 
内視鏡クリップは留置した可能性があれ
ばチェックし，撮像可否について❶に記
載してください。また，商品が不明な場合
は脱落を確認してください。 

⑤妊娠初期の MRI 検査の安全性は確立
されていません。 

❶当院で配布しております。
「1.5T,3.0T-MRI 安全基準」などを参照 
いただき、体内留置物のMRI適合性（可能
か、条件付きで可能か）をご確認の上、右
欄を記入してください。 
T（テスラ）は磁石の強さを表します。 
なお、浜松医療センターで留置した体内
金属に関しては、原則、当院で確認をする
ことが可能です。ご不明な点があればお
問い合わせください。その他の医療機関で
留置した体内金属については、留置した
医療機関にお問い合わせください。 

 

❷入れ墨やアートメイクは火傷することが
あります。 
該当する場合は火傷のリスクについて説
明してください。 
なお、発熱を引き起こす電波の使用上限
値は１.5T と 3T で同じです。 

【判断医】必須項目です。問診内容を依頼
医師が確認後、署名または記名押印して
ください。 
なお、署名の場合は押印不要ですが、医
師名が記名（代筆、印字、スタンプ等）の 
場合は押印が必要となります。 

2 重線より下部は検査時に使用します。 

⑥造影剤添付文書には診断上の有益性及び

母乳栄養の有益性を考慮し、授乳の継続又は

中止を検討するよう記載されています。一方、

特段の理由がない限り造影剤使用後の授乳制

限は必要ないとする提言があります（日本医学放

射線学会造影剤安全性委員会）。主治医は母親に対し

て、造影剤使用による検査の必要性および造

影剤使用後の授乳及び授乳制限による影響に

ついて説明し、よく相談した上で対応を決定し

てください。 


